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「道徳的菩悪の究極的区別は理性にもとずくか, 好み (tastC)にもとずくか」 という問題があっ
た。カッドワース (R.Cudworh)ゃウォラス トン (W,W01lastOn)などが前者の理性主義の立場
をとり,いわゆるモラル・ センス学派と呼ばれるシャフッベリー (Shattesbury)ゃハチスン (F.
Hutcheson)などが,後者の感情を重んずる立場に立っていた。 ヒュームもこの後者の立場に立つ
わけである。 道徳の実践的なるに比して理性は非能動的 (inac●VC,inert)でしかないこと, 道徳
性は対象的真理の問題ではなくて,主観の事実である, としてウォラス トンなどの理性の立場を攻
撃することからその道徳論を展開し,「道徳性は判断されるというよりむしろ感じられるものであ





有徳又は悪徳である。何故か。それは,それらを眺めると「特殊な快・不快」 (pleaSure or unea…







持が,我々 の賞護し又は非難する特異な (peculiar)感じでもない。 敵のよき性質は我々には有害







感じ乃至気持を生むのは, ある性格が我々との特殊な利害関係なしに (WithOut rcrcrcnct t。。ur











わゆる彼の「実験的方法」 (CXperimcntal methOd)1こもとずき(°), その道徳感情の根拠となりう
る,よリー 般的な (general)原理を,新たに人間本性の中に探し求めねばならなかうたのであるЬ
そしてその結果として要請されたものが, 外ならぬヒュームの「同感」 (Sympathy)の原理であ











































































ただ, ヒュームの同感は, このような diSintcrestedなコミュニケーションではあっても,それは
甚だ受動的であり,いわば受動的感染を意味し,それ自体は必らずしも能動的な,愛他的,仁愛的
原理とはされていないのである。後の「道徳原理研究」 (Enquiry cOnccming thc Principles of
MOrals)の立場とちがって,同感と「人類愛」(10VC Of mankind,humanity)をヒュームははっき
りと区別し,かかる人類愛は存しないとして次の如 くいう。「一般的に云って,人間の心には,個





















































tO Pfleiderer,E:Empirismus「und skep is in David Hume's PhilosOphie,S.338


























N. Ko Smith :The Phi10sOphy of David Hume. p. 163 ff
McCilvary:Altruism in Hume's Treatise.(Phi10sOphical Re?ew VOl xil No.3)



















おいて同感とはいわば怒像の産物である。想像の力 (fOrcC Of imaginatiOn)(空想の活気V?acity
of fancy)1こよって, 実在していない気持まで伝達されるのもそれを示すわけである。「我々はコ
ミュニケーションにより,実際には存せず,只想像の力によってのみ予想出来る他人の快苦を感ず









































































































































ているのであるから,もし自分の特殊な視点 (poculiar pOint Of ?ew)のみから人を視るならば,わ
けのわかった交わりは出来るものでないとして,次の如くいう。「 このようなたえざる矛盾 (ω2‐























の一般的規則(thC gCneral rulc of morality)とも呼ばれる, この S eadyでgcneralな視点,gcneral
inaltcrable standard(3)を要求する立場は,そのまま,アダム・ スミスの impartial spcctatorに通













のような「穏和な情緒」 (Calm passion)としての同感が,「いわゆる理性」 (SO―Called reason)で
あるが, しかし,同感を更に訂正しうる理性的同感とは, 一体, どのような同感をいうのである
か。もしかような同感とは,一切の変動性を許さず,不変不動の視点に於ける,普遍妥当的な同感
のことを指すならば,一切の関係の中にあるしかないヒュームの同感の体系の中に果 して存在しう




である。 ヒュームの CXtCnsivc sympathyと名ずけられるものはややあいまいではあるが(3), ここ
では,全人類に及ぶという意味でいわれているものである。ただ, ヒュームはここでそれを人類愛
(3) T. 603
(4)D.Go C.MacNABB:David Hune,His theOry or knowledge and mOranty p■16-7
cf.A. D.Lindsay:lntroduction tO Hume's Treatise VOI I.xii(Everyman′s Lib.)
(5) T. 583
(6) T. 591
(7)Green:IntrOductiOn to Hume's Treatise on the Human Nature,P,59(GFeen―GrOss)





























































































































能 (natural abJities)に関するものであろう。ヒュームによれば, 自然的才能も「心の性質」であ
り,快を生み,人の愛情や尊敬の対象となる。従って他の普通に「道徳的徳」といわれるものと区
別する根拠は何ら存せず,「これに関する論議は言葉上の論議にすぎない。」(12)ヒュ_ムによる











































and conduct in Hume's Treatise, P. 174
ヒユーム道徳慰隋の一考察
徳の内容をなし乍ら,それらの徳の中心は,結局,利害の念から発した人為的正義の徳ということ
になろう。正義は元来,徳ではない。その自然的責務 (natura1 0bligatiOn)は利害でしかないが,
しかし,社会が大きくなり,直接的利害が関係しない場合でもュ我々は他人の利害への同感によっ
て快苦を藤得し,かくて,それを道徳的徳と呼び,道徳的責務があるというのである。ヒュ…ムは
「道徳篇」のはじめに於いて F道徳は何ものにもまして我々の関心する主題である。我々は社会の
平和が一にかかってその|あらゆる決定に存すると思う」98)とのべて,道徳に対する並々ならぬ関
心を見せたが,その社会の平和がかかっている道徳的決定とは,主に人為的正義とそれの道徳的操
拠ずけを指すともいえよう。これは後の立場とや式異なる.ところもあるが, ヒュームの道徳論の立
場は少くともモラル・センス学派からかなり遠くュむしろ功利主義の方に大きく傾いている如くで
ある。しかし, これは更に今後の課題でもある。
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